












































【正解と解説】

●問題Ⅳ-1
正解は①
引数の値の変化を追うと、f(24, 16, 0)からf(8, 16, 1)、f(8, 8, 2)へと順に再帰呼出
しが行われる。xとyが等しくなった時点でzの値が返されるため、戻り値は2となる。

●問題Ⅳ-2
正解は⑤
計算時間は階乗の比率12!/4!＝19,958,400倍となる。19,958,400秒を週換算（1週＝
604,800秒）で除算すると約33週となり、選択肢5が最も適切となる。

●問題Ⅳ-3
正解は②
既存のp->nextの参照を失わないよう、先にnewcellの前後ポインタを設定し、次いで後続
セルのprevをnewcellに向け、最後にpのnextを更新する。順序はイ→ア→カ→ウとなる。

●問題Ⅳ-4
正解は③
クラス変数（static変数）はクラスがロードされた時点で初期化されてメモリ上に配置さ
れるため、コンストラクタやメソッドが最初に呼び出される前からアクセス可能である。

●問題Ⅳ-5
正解は②
00001010は10進数で+10、11110001は最上位ビットが1の負数であり-15を表す。両者の和
を計算すると10＋(-15)＝-5となる。

●問題Ⅳ-6
正解は③
Xの否定はX|Xと表される。OR演算A+Bは(A_bar・B_bar)_bar＝A_bar|B_barと変形でき、ド
・モルガンの法則を適用して整理すると、選択肢3の式が導出される。

●問題Ⅳ-7
正解は③
浮動小数点数の加算では、値の絶対値が大きく異なる場合に情報落ちが発生する。絶対値
の小さい項から順に加算を行う関数Bのほうが情報落ちを抑えられるため精度が高くな
る。

●問題Ⅳ-8
正解は④
演算子の優先順位に従い、乗算B*CおよびD*Eを先に後置記法へと変換する。次に左側の加
算、全体の加算と順に結合することで、ABC*+DE*+が得られる。

●問題Ⅳ-9
正解は④
演算子が3つある式の構文木の形状の数はカタラン数C3＝5通りとなる。結合順序の違いに
より5通りの異なる導出木（構文木）が生成される。

●問題Ⅳ-10
正解は⑤
左の枝を優先して探索すると、深さ優先探索ではSから順に10個目のノードとしてGに到達
する。幅優先探索でも深さ1のノード群を経て深さ2の10個目でGに到達する。

●問題Ⅳ-11
正解は⑤
開アドレス法のハッシュ表を拡張する際は、既存のすべてのキーを新たな拡張表へと再ハ
ッシュして挿入する必要があるため、その処理の時間計算量はO(n)となる。



●問題Ⅳ-12
正解は⑤
サンドボックスはプログラムがアクセス可能なリソースを制限して隔離実行する技術であ
る。Unixのchrootはファイルシステムのルートを変更して動作範囲を制限する例である。

●問題Ⅳ-13
正解は⑤
ガベージコレクション環境であっても、不要になったオブジェクトへの参照が意図せず保
持されていると到達可能と判定され回収されず、メモリリークや性能低下が生じる。

●問題Ⅳ-14
正解は③
多数のプロセスが同時に実行されるマルチタスク環境では、各プロセスを異なるコアへ並
行して割り当てることができるため、コア数に応じてシステム全体の処理能力が向上す
る。

●問題Ⅳ-15
正解は③
ループ内で値が変化しないLDI命令2行をループ外へ移動する。ループ前は4命令となり、
ループ内は6命令×100回＝600命令となるため、実行命令総数は604となる。

●問題Ⅳ-16
正解は④
ロック機構によりaの値は両トランザクションの演算が反映されて必ず-5となる。一方、b
への書き込み順序や参照時点の違いにより、bの値は-3、-2、-6のいずれかを取り得る。

●問題Ⅳ-17
正解は①
サンプリング定理より、サンプリング周波数は信号の最高周波数の2倍を超える必要があ
る。これは信号の周期が標本化間隔の2倍より大きいことと同値であり、①が適切であ
る。

●問題Ⅳ-18
正解は②
点(10,10)が原点となるよう平行移動し、90度回転後に元の位置へ戻す合成変換を行う。
x'＝-y+20、y'＝xとなるため、変換行列は選択肢2の形となる。

●問題Ⅳ-19
正解は③
TCPの転送速度上限はウィンドウサイズを往復遅延時間（RTT）で除して求められる。50KB
／0.0005秒＝100,000KB/sとなり、1秒あたり約100MBとなる。

●問題Ⅳ-20
正解は①
XSS対策として、ブラウザによる文字コードの誤認識に起因する不正なスクリプトの実行
を防止するため、Content-Typeヘッダで適切な文字コードを指定する。

●問題Ⅳ-21
正解は④
特定の受信者Bのみに読ませる暗号化にはBの公開鍵を用い、復号にはBの秘密鍵を用い
る。また、送信者A本人の作成証明であるデジタル署名にはAの秘密鍵を用いる。

●問題Ⅳ-22
正解は④
データフロー図（DFD）は構造化手法で用いられる外部仕様・機能設計の図法であり、オ
ブジェクト指向モデリング言語であるUMLの仕様には定義されていない。

●問題Ⅳ-23



正解は②
本クラス図では、属性名であるべき仕様名と属性値であるべき仕様値の関連付けや関連ク
ラスの配置が論理的に逆転しており、モデルとして正しく解釈できない。

●問題Ⅳ-24
正解は②
ファンクションポイント法において、外部入力（EI）は外部からデータを受け取りデータ
ストアを保守する処理である。該当するプロセスは登録・変更・削除の7つである。

●問題Ⅳ-25
正解は②
JIS X 0001において、情報システムは情報処理システムと人的・技術的・財的資源などの
組織上の資源から構成され、情報を提供・配布するものと定義されている。

●問題Ⅳ-26
正解は③
相関副問合せのNOT EXISTS句により、自社製品表に商品番号が存在するP1が除外される。
その結果、抽出されるレコードはP2とP3の2行となる。

●問題Ⅳ-27
正解は⑤
ソフトウェアの保守性や再利用性を高めるためのモジュール分割では、各モジュール内の
独立性を高めるため、モジュール間の結合度をできるだけ低くすることが基本である。

●問題Ⅳ-28
正解は①
ITIL v3におけるサービスライフサイクルの5つの段階は、サービスストラテジ、デザイ
ン、トランジション、オペレーション、および「継続的サービス改善」である。

●問題Ⅳ-29
正解は③
期待値は公式より165日、標準偏差は15日となる。正規分布において約95%の信頼区間は平
均±2σで表されるため、165±30日より135日〜195日以内となる。

●問題Ⅳ-30
正解は④
プログラムの改修後に、既存の機能が引き続き正常に動作することを確認するために実施
する再テストをリグレッションテスト（回帰テスト）と呼ぶ。

●問題Ⅳ-31
正解は①
リスク受容とは、特定されたリスクの発生確率や影響度を考慮した上で、事前に積極的な
低減策や回避策を講じず、発生時にそのまま受け入れる対応戦略である。

●問題Ⅳ-32
正解は④
3水準系のL9直交表において、各列の全水準が同数ずつ均等に現れ、任意の2列間の水準の
組み合わせが等しい頻度で現れる性質を満たす配置を求めると選択肢4となる。

●問題Ⅳ-33
正解は①
設計工程で摘出した欠陥数は17件であり、設計工程終了後に発見された前工程までの潜在
欠陥数は9件である。公式より17÷(17＋9)＝17÷26≒0.65と算出される。

●問題Ⅳ-34
正解は①
クリティカルパスはA→B→E→G→HおよびA→B→D→G→Hの2本（所要28日）存在する。両
パスに共通する作業A→Bを1日短縮することで、プロジェクト全体の日数を1日短縮でき



る。

●問題Ⅳ-35
正解は③
テスト消化が予定より早く進み（B）、バグ検出数が予測より少ない（D）場合、テストケ
ースのバグ検出能力が十分に高いと確認・判断できれば、品質が良好とみなしてテストを
継続できる。


